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リサーチ・アシスタント制度実施要領 
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（趣旨） 

第１条 この要領は、札幌医科大学リサーチ・アシスタント制度の実施について必要な事項 

 を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 リサーチ・アシスタント制度は、大学院保健医療学研究科に在籍する優秀な学生に

対し、大学が行う研究プロジェクト等（以下「研究」という。）の補助者として従事させ

ることによって、研究活動の効果的推進、研究体制の充実及び若手研究者としての研究遂

行能力の育成を図ることを目的とする。 

 

（任務） 

第３条 リサーチ・アシスタント（以下「Ｒ・Ａ」という。）の任務は大学が行う研究に関 

 する研究補助業務とする。 

 

（対象者） 

第４条 Ｒ・Ａは、博士課程後期の大学院学生を対象とする。 

 

（従事期間等） 

第５条 Ｒ・Ａの従事期間は、４月１日から翌年の３月３１日までの１年以内とし、従事時 

 間は、原則として年間４００時間を限度とする。 

 

（推薦書の提出） 

第６条 研究代表者は、大学院学生の指導教授の了承を得て、Ｒ・Ａ候補者の推薦書（様式１）

を保健医療学研究科長に提出しなければならない。なお、候補者が常時勤務している勤務先が

ある場合は、勤務先の許可を得ている者とする。 

 

（選考基準） 

第７条 Ｒ・Ａの選考基準は、次のとおりとする。 

  (1） 出席日数が良好で、かつ、学業成績が優秀な者 

  (2)  将来、研究者、指導者となる意欲と優れた能力を有する者 

   (3)  研究プロジェクト等の内容を十分理解し、Ｒ・Ａとしてふさわしい者 

 

（選考） 

第８条 保健医療学研究科長及び専攻代表は、第６条の規定により推薦のあった候補者の中

から、前条の選考基準により適任者を選考し、保健医療学研究科委員会の議を経て決定す

る。 

 

（委嘱） 

第９条 前条の規定により選考した者をＲ・Ａとして任用し委嘱する。 

２ 保健医療学研究科長は、前項の委嘱結果を研究代表者及び大学院学生の指導教授に通知

するものとする。 

 

 



 

（事前指導等） 

第10条 研究代表者は、Ｒ・Ａによる研究補助業務を把握し、当該研究の安全管理に十分配 

 慮しなければならない。 

  また、Ｒ・Ａに対して、あらかじめ補助業務に関する指導を行わなければならない。 

 

（実施報告書） 

第11条 研究代表者及びＲ・Ａは、毎月の研究補助業務終了後、実施報告書（様式２）を作 

 成し、翌月の５日までに保健医療学研究科長に報告しなければならない。 

 

（報償金） 

第12条 Ｒ・Ａには、予算の範囲内において報償金を支給する。報償金は実施月の翌月末ま

でに支給する。 

 なお、本学（附属病院も含む）に常時勤務している職員には報償金を支給しない。 

 

（実施状況報告） 

第13条 保健医療学研究科長は、年度の最初に開催する研究科委員会に前年度の実施状況を

報告しなければならない。 

 

（任用） 

第14条 ティーチング・アシスタント（以下「Ｔ・Ａ」という。）である学生をＲ・Ａとし

 て任用する場合には、Ｔ・Ａの補助業務等に支障を及ぼすことがないよう配慮しなければ

 ならない。                 

  

（細則） 

第15条 この要領に定めるもののほか、リサーチ・アシスタント制度の実施についての必要 

 事項は、研究科委員会において定めるものとする。 

 

（庶務） 

第16条 リサーチ・アシスタント制度に関する庶務は、事務局学務課において行う。 

 

附則 

 この要領は、平成２０年７月２３日から実施する。  

附則 

 この要領は、令和４年４月１日から実施する。  

附則 

 この要領は、令和５年４月１日から実施する。 


